
　
世
間
は
平

成
の
最
後
の

年
と
賑
や
か

だ
。
大
化
の

改
新
6
4
5
年
が
年
号
の
始
ま

り
で
、
平
成
ま
で
に
2
4
7
の

年
号
が
あ
る
。
そ
の
間
、
1
3

7
3
年
。
平
均
約
5
年
7
カ

月
。
最
長
は
昭
和
の
63
年
2
カ

月
。
平
成
は
2
番
目
に
長
い
30

年
4
カ
月
。
最
短
は
鎌
倉
時
代

の
暦

り
ゃ
く
に
ん仁 

で
2
カ
月
余
り
。
勅

許
の
お
寺
や
元
号
の
名
が
つ
く

寺
院
は
四
つ
。
①
最
澄
の
比
叡

山
延
暦
寺
（
7
8
8
年
）
②
宇

多
天
皇
の
大
内
山
仁
和
寺 （
8

8
8
年
）
③
北
条
時
頼
の
巨
福

山
建
長
寺
（
1
2
5
5
年
）
④

天
海
大
僧
正
の
東
叡
山
寛
永
寺

（
1
6
2
5
年
）。
1
4
0
0
年

近
く
続
く
年
号
は
現
在
日
本
だ

け
。
月
や
惑
星
に
ロ
ケ
ッ
ト
が

行
く
時
代
に
こ
の
年
号
表
を
思

い
浮
か
べ
、
心
豊
か
に
す
る
こ

と
は
こ
の
慌
た
だ
し
い
時
代
に

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
も

う
す
ぐ
新
し
い
年
号
が
始
ま

る
。
昭
和
生
ま
れ
の
私
も
三
つ

目
の
年
号
に
突
入
す
る
▼
さ

て
、
カ
ル
テ
や
情
報
提
供
書
等

は
ど
う
表
記
す
れ
ば
良
い
の

か
。
数
字
的
に
は
西
暦
の
方
が

間
違
い
に
く
い
。
し
か
し
、
年

号
の
方
が
し
っ
く
り
く
る
し
、

ま
た
直
感
的
に
年
齢
が
つ
か
み

や
す
い
と
感
じ
る
▼
年
号
は
長

く
て
も
2
桁
。
ま
た
さ
ら
に
初

期
・
後
期
等
と
そ
の
時
代
を
象

徴
し
、
一
括
り
に
も
し
や
す
く

人
に
伝
え
る
の
に
も
非
常
に
適

し
て
い
る
と
思
う
の
は
私
だ
け

だ
ろ
う
か
▼
こ
れ
か
ら
紹
介
状

や
カ
ル
テ
の
記
載
に
ど
ち
ら
を

使
お
う
か
迷
っ
て
い
る
。
若
い

医
師
は
西
暦
表
記
に
た
め
ら
い

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
も

そ
も
こ
れ
が
年
代
の
ギ
ャ
ッ
プ

の
象
徴
か
。 

（
名
）

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
理
事
長
、
副

理
事
長
、
監
事
お
よ
び
理
事
の
任
期

（
2
年
）
が
、
2
0
1
9
年
5
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
任
期
終
了
に

あ
た
り
理
事
長
、
副
理
事
長
お
よ
び
監

事
の
選
挙
を
、
規
約
第
14
条
お
よ
び
選

挙
規
定
第
1
章
に
よ
り
、
次
の
要

領
で
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
＝
19
年
3
月
25
日（
月
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
4
月
5

日
（
金
）
午
後
4
時
。

　
▽
選
挙
す
る
役
職
名
＝
理
事
長
1

人
、
副
理
事
長
5
人
、
監
事
2
人
。

　
※
理
事（
若
干
名
）は
規
約
第
14
条
第
3
項
に
よ

り
理
事
長
が
副
理
事
長
と
合
議
し
て
選
任
し
ま
す
。

　
▽
任
期
＝
2
カ
年
：
19
年
6
月
1
日

〜
21
年
5
月
31
日
。

　
▽
選
挙
日
程
・
場
所
＝
19
年
5
月
16

日
（
木
）
午
後
2
時
15
分
よ
り
京
都
税

理
士
会
館
に
て
第
1
9
7
回
臨
時
代
議

員
会
を
開
催
し
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　
※
選
挙
規
定
第
16
条
に
よ
り
、
立
候
補
届
出
の

あ
っ
た
候
補
者
が
定
数
以
内
の
と
き
は
投
票
を
行

わ
ず
、
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長
が
候

補
者
を
も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま
す
。

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候
補
届
出

書
は
本
協
会
の
所
定
の
様
式
1
を
使
用

し
、
所
定
の
候
補
者
経
歴
表
を
添
付
し

て
立
候
補
締
切
日
時
ま
で
に
、
本
人
が

京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
立
候
補
届
出
書
お

よ
び
候
補
者
経
歴
表
は
本
協
会
事
務
局

に
あ
り
ま
す
。（
選
挙
規
定
第
6
条
1

項
お
よ
び
第
7
条
）

　
▽
所
信
表
明
＝
投
票
に
よ
る
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
各
候
補
者
は
代
議

員
お
よ
び
予
備
代
議
員
に
所
信
の
表
明

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
文

書
の
字
数
は
千
字
以
内
と
し
、
立

候
補
締
切
期
日
後
3
日
以
内
に
京

都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長

に
提
出
す
る
。（
選
挙
規
定
第
9

条
1
項
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
投
票
に
よ
る
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
京
都
府
保
険
医
協

会
代
議
員
会
議
長
は
立
候
補
届
出
書
等

の
書
類
審
査
の
う
え
、
速
や
か
に
選
挙

公
報
を
作
成
し
、
代
議
員
お
よ
び
予
備

代
議
員
に
送
付
す
る
。（
選
挙
規
定
第

10
条
）

開
業
規
制
で
医
師
偏
在
は
解
決
し
な
い

地
域
経
済
と
公
的
医
療
機
関
の
再
生
を

　
厚
生
労
働
省
の
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
第
29
回
医
師
需
給
分
科
会
は

2
月
27
日
、
第
4
次
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
。
こ
の
間
の
医
療
法
・
医
師
法
改

定
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
基
づ
き
検
討
内
容
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

偏
在
是
正
策
の
輪
郭

明
示
さ
れ
る

　
是
正
策
は
、
従
来
指
標
に
用

い
て
き
た
人
口
10
万
人
対
医
師

数
を
否
定
し
、
新
た
に
医
師
偏

在
指
標
の
算
出
方
法
を
定
め

る
。
算
出
方
法
は
、
三
次
医
療

圏
・
二
次
医
療
圏
単
位
で
、

「
標
準
的
な
医
療
需
要
」
を
性

年
齢
階
級
別
受
療
率
を
用
い
て

は
じ
き
出
し
、
医
師
数
も
性
年

齢
階
級
別
の
平
均
労
働
時
間
を

加
味
し
、
標
準
化
し
た
も
の
を

用
い
る
。
さ
ら
に
患
者
流
出
入

も
反
映
さ
せ
、計
算
式
と
す
る
。

　
医
師
偏
在
指
標
を
用
い
て
、

二
次
医
療
圏
単
位
で
医
師
多
数

区
域
・
少
数
区
域
を
設
定
す

る
。
加
え
て
、
医
師
多
数
・
少

数
の
三
次
医
療
圏
も
定
め
る
。

全
国
の
三
次
医
療
圏
・
二
次
医

療
圏
を
偏
在
指
標
を
用
い
て
ラ

ン
キ
ン
グ
化
し
、
上
位
33
・
3

％
を
医
師
多
数
区
域
、
下
位

33
・
3
％
を
医
師
少
数
区
域
と

す
る
。

　
こ
れ
を
使
い
、
都
道
府
県
は

2
0
2
0
年
度
か
ら
医
療
計
画

に
お
い
て
医
師
確
保
計
画
を
定

め
る
。
医
師
少
数
三
次
医
療

圏
、
医
師
少
数
区
域
で
は
医
師

を
増
や
す
こ
と
を
基
本
に
す
る

が
、
医
師
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら

確
保
を
図
る
の
が
望
ま
し
く
、

医
師
多
数
三
次
医
療
圏（

≒

都

道
府
県
）
内
の
医
師
少
数
区
域

に
、
他
の
三
次
医
療
圏
か
ら
医

師
を
確
保
す
る
計
画
に
は
し
な

い
。

　
目
標
は
、
医
師
少
数
三
次
医

療
圏
な
ら
び
に
医
師
少
数
区
域

が
、
下
位
33
・
3
％
を
脱
す
る

た
め
に
必
要
な
医
師
数
を
国
が

示
す
。開

業
医
も
偏
在
指
標

　
診
療
所
に
つ
い
て
も
、
外
来

医
師（
診
療
所
医
師
）偏
在
指
標

を
作
成
し
、
二
次
医
療
圏
ご
と

に
ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
、上
位
33
・

3
％
を
外
来
医
師
多
数
区
域
と

定
め
る
。
多
数
区
域
で
の
新
規

開
業
希
望
者
に
は
、
都
道
府
県

へ
の
届
出
様
式
に
、
地
域
で
定

め
る
不
足
医
療
機
能
を
担
う
こ

と
に
合
意
す
る
旨
を
記
載
す
る

欄
を
設
け
る
。
合
意
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
当
該
新
規
開
業

希
望
者
を
地
域
で
の
協
議
の
場

へ
出
席
要
請
し
、
そ
の
検
討
結

果
を
公
表
す
る
。

　
診
療
科
ご
と
の
必
要
な
医
師

数
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
と
疾

病
・
診
療
行
為
の
対
応
表
作
成

の
た
め
の
デ
ー
タ
整
理
等
が
必

要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
事
務
的

作
業
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
議

論
す
る
。

必
要
な
の
は
ど
こ
で
も

医
業
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム

　
協
会
は
と
り
ま
と
め
に
掲
げ

ら
れ
た
方
針
に
、
す
で
に
批
判

的
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
い
ず

れ
も
事
実
上
の
開
業
規
制
に

よ
っ
て
、
医
師
多
数
区
域
か
ら

少
数
区
域
へ
の
医
師
の
移
行
を

促
す
も
の
で
あ
る
。
医
師
偏
在

の
解
消
の
必
要
性
に
つ
い
て
厚

労
省
と
協
会
の
認
識
は
一
致
し

て
い
る
。
だ
が
、
多
数
区
域
で

の
開
業
規
制
で
少
数
区
域
で
の

開
業
が
進
む
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、非
科
学
的
で
あ
る
。

　
必
要
な
の
は
、
全
国
ど
こ
で

開
業
し
て
も
医
業
が
成
り
立
つ

シ
ス
テ
ム
の
実
現
、
抜
本
的
に

は
地
域
自
体
の
再
生
で
あ
る
。

厚
労
省
、
効
果
な
い
場

合
は
新
た
な
規
制
示
唆

　
今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
に

は
次
の
よ
う
な
文
言
が
滑
り
込

ん
で
い
る
。「
今
回
の
外
来
医

師
偏
在
指
標
等
に
よ
る
新
規
開

業
者
の
行
動
変
容
」
に
「
十
分

な
効
果
が
生
じ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
無
床
診
療
所
の
開
設
に

対
す
る
新
た
な
制
度
上
の
仕
組

厚
労
省
が
第
４
次
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表

な
自
由
開
業
規
制
導
入
を
示
唆

す
る
脅
迫
め
い
た
記
述
で
あ
る
。

会
員
署
名
に
ご
協
力
を

　
協
会
は
会
員
各
位
に
、「
医

師
偏
在
解
決
に
は
〈
開
業
規

制
〉
で
は
な
く
地
域
再
生
と
公

的
な
医
療
提
供
体
制
再
建
が
必

要
」
と
す
る
署
名
を
提
起
し
て

い
る
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

保険医年金

満74歳までの協会会員
（増口の場合は満79歳まで）

加入
資格

加入
口数

月　払 1 口 1 万円
 （合計30口まで）
一時払 1 口 50万円
 （毎回40口まで）

予定利率

2017年度
実績利回り

1.259％
1.356％
（2019年 1月 1日現在）

加入者数

5 万 3,000人
積立金額

1 兆 2,500億円超
会員の３人に１人がご加入

年金受給は

加入 5 年後から可
1 口単位での解約可
掛金一時中断、 再開制度あり

安定・安心

いつでも自在

4 月 1 日より加入受付 !

み
に
つ
い
て
、
法

制
的
・
施
策
的
な

課
題
の
整
理
を
進

め
な
が
ら
検
討
す

る
」。

　
こ
れ
は
、
よ
り

規
制
的
・
強
権
的

倍晋三 様

2019 年  月  日 

京都府保険医協会 

医師偏在解決には〈開業規制〉ではなく 

地域再⽣と公的な医療提供体制再建が必要

一

一

会員署名

自治

以 上 

                           

【医師偏在指標　算出方法】
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理
事
長
、副
理
事
長
、監
事

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 3 月 2 5 日 第 3 0 4 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
西
京
、
山
科
）

 

（
2
面
）

天
道
是
邪
非
邪 

鉛
の
曝
露 

（
3
面
）

政
策
解
説
・
改
正
医
療
保
険
法
案
の
狙
い 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

署名面のみFAXでお送り下さい。
郵送の場合は、次号に同封する返信用封筒
をご利用下さい。

　　　　　　　　　　　　 標準化医師数（※１）
医師偏在指標  ＝  　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　    　　　 × 地域の標準化受療率比（※２）地域の人口

10万

（※１）標準化医師数 ＝Σ性年齢階級別医師数 ×  　　　　　　　　　　　　 

（※２）地域の標準化受療率比 ＝  　　　　　　　　　　　 

（※３）地域の期待受療率 ＝  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

性年齢階級別平均労働時間
全医師の平均労働時間

地域の期待受療率（※３）
全国の期待受療率

Σ（全国の性年齢階級別受療率×地域の性年齢階級別人口）
地域の人口



　
協
会
は
2
月
1
日
、
西
京
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
地
区
か
ら
11
人
、
協
会
か

ら
5
人
が
出
席
し
、
西
京
医
師

会
の
今
井
史
朗
理
事
の
司
会
で

進
行
し
た
。

　
冒
頭
、
同
会
の
福
本
和
生
会

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
洛
西
も

高
齢
化
で
地
域
医
療
偏
在
が
進

ん
で
い
る
。
今
日
の
話
を
参
考

に
し
た
い
。
西
京
医
師
会
も
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
運
び
と
な
り
、
4

月
に
は
移
転
す
る
た
め
、
来
年

の
懇
談
会
は
医
師
会
事
務
所
で

の
開
催
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
述

べ
た
。

　
内
田
副
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
各
部
会
か
ら
の
情
報

提
供
、「
診
療
報
酬
不
合
理
是
正

に
つ
い
て
」「
国
が
目

指
す
地
域
医
療
提
供
体

制
と
開
業
規
制
」
を
話

題
提
供
し
た
。

　
診
療
報
酬
不
合
理
是

正
に
つ
い
て
地
区
か
ら

は
難
病
医
療
費
助
成
制

度
を
め
ぐ
っ
て
、
訪
問

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担

上
限
管
理
手
帳
へ
の
記

入
が
そ
の
場
で
は
で
き

　
協
会
は
2
月
7
日
、
山
科
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
山

科
医
師
会
か
ら
3
人
、
協
会
か

ら
5
人
が
出
席
し
た
。
懇
談
会

は
山
科
医
師
会
の
髙
須
雅
史
副

会
長
の
司
会
で
進
行
。
最
初
に

同
会
の
戎
井
浩
二
会
長
か
ら

「
妊
婦
加
算
な
ど
一
度
決
め
ら

れ
た
も
の
が
、
政
治
の
横
や
り

も
あ
り
変
質
し
て
し
ま
っ
た
。

開
業
医
か
ら
声
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
協
会

か
ら
提
示
さ
れ
た
資
料
を
基

に
、
山
科
医
師
会
の
各
会
員
に

周
知
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て

鈴
木
副
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
協
会
か
ら
各
部
会
の
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
①

診
療
報
酬
不
合
理
是
正
に
つ
い

て
②
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提

供
体
制
と
開
業
規
制
―
に
つ
い

て
解
説
し
意
見
交
換
に
移
っ

た
。 

　
地
区
か
ら
、
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
に
関
し
て
、
1
人
の
患

者
に
対
し
て
複
数
の
医
療
機
関

が
行
う
訪
問
診
療
料
の
算
定
で

き
る
期
間
が
あ
ま
り
に
短
す
ぎ

る
。
今
は
1
人
の
医
師
で
完
結

す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
協
会
も

主
張
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

療
提
供
体
制
と
開
業
規

制
に
つ
い
て
、
最
近
で

は
地
区
医
師
会
に
入
会

し
な
い
医
師
も
増
え
て

お
り
、
入
会
し
て
も
地

区
医
師
会
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
な
い
医
師

も
い
る
。
国
は
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
の
か
、
と
の
問

題
提
起
が
さ
れ
た
。

に
く
く
、
不
合
理
な
扱
い
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ベ
ン
ゾ

ジ
ア
ゼ
ピ
ン
受
容
体
作
動
薬
の

長
期
処
方
に
対
す
る
減
算
規
定

の
具
体
的
取
扱
い
が
不
明
で
あ

る
こ
と
等
が
訴
え
ら
れ
た
。
協

会
は
意
見
を
受
け
止
め
、
今
後

の
取
組
み
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
回
答
し
た
。

　
開
業
規
制
を
め
ぐ
っ
て
は
地

区
か
ら
、
現
実
に
医
師
偏
在
は

あ
り
、
国
が
医
師
数
を
平
均
化

す
る
方
向
に
進
む
の
は
や
む
を

得
な
い
面
も
あ
る
。
だ
が
、
厚

生
労
働
省
の
政
策
は
根
本
に
医

療
費
抑
制
が
あ
り
、
そ
の
下
で

医
師
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
医

師
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
医
学

部
定
員
等
に
踏
み
込
ん
で
く
る

こ
と
は
医
師
の
人
権
無
視
で
は

な
い
か
。
協
会
に
監
視
の
役
割

を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
京
都
・
乙

訓
医
療
圏
全
体
で
は
医
師
多
数

区
域
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
西
京

区
の
中
に
限
っ
て
も
医
師
偏
在

は
あ
る
。
洛
西
地
域
は
特
に
深

刻
で
廃
業
が
あ
っ
て
も
新
規
開

　
1
9
9
7
（
平

成
9
）
年
の
医
療

法
改
定
を
契
機
に

推
進
さ
れ
、
70
％

を
超
え
た
医
薬
分

業
で
あ
る
が
、
医

療
費
抑
制
の
流
れ
の
中
、
や
や

様
相
を
異
に
し
て
き
た
感
が
あ

る
。
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
充

実
に
名
を
借
り
た
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
制
限
の
た
め
、
地
域
包
括

診
療
料
や
同
加
算
な
る
も
の
が

現
れ
、
算
定
条
件
と
し
て
院
内

処
方
が
原
則
と
さ
れ
た
。

　
門
前
薬
局
が
な
い
立
地
条
件

か
ら
、
制
度
の
詳
細
を
検
証
す

る
こ
と
な
く
、「
院
外
処
方
は

割
高
で
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が

増
え
る
」
程
度
の
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
院
内
処
方
を
継
続

し
て
き
た
が
、
と
あ
る
地
区
懇

談
会
で
出
さ
れ
た
質
問
に
よ

り
、
衝
撃
的
事
実
を
認
識
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
「
こ
の
処
方
内
容
で
14
日
分

投
薬
し
た
場
合
、
院
内
と
院
外

で
ど
の
く
ら
い
差
が
出
る
の

か
？
」
と
い
う
具
体
的
な
質
問

に
対
し
、
調
剤
薬
局
に
依
頼
し

て
試
算
し
て
も
ら
っ
た
結
果
を

見
て
愕
然
と
し
た
。
薬
局
に
よ

り
管
理
指
導
料
等
の
算
定
要
件

が
異
な
る
も
の
の
、
3
倍
を
超

え
る
点
数
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
高
齢
者
で
は
必
須
と
思

わ
れ
る
1
包
化
を
行
え
ば
、
薬

局
で
は
1
包
化
加
算
が
算
定
さ

れ
、
4
倍
以
上
、
さ
ら
に
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
を
算
定

で
き
る
薬
局
な
ら
そ
の
差
は
実

に
約
5
倍
と
な
る
。

　
薬
剤
師
他
の
人
件
費
を
賄
う

た
め
に
は
必
要
な
額
な
の
だ
と

の
主
張
も
あ
ろ
う
が
、
常
勤
薬

剤
師
を
雇
用
し
て
院
内
処
方
し

て
も
、
わ
ず
か
8
点
が
加
わ
る

だ
け
で
あ
る
の
と
あ
ま
り
に
も

差
が
あ
り
す
ぎ
る
。

　
保
険
者
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

張
り
、
直
接
通
知
で
普
及
を
図

る
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
の

達
成
報
酬
で
す
ら
、
院
内
と
院

外
で
は
処
遇
が
異
な
る
。

　
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

る
自
院
に
お
い
て
、
終
日
稼
働

し
て
い
る
の
は
分
包
機
で
あ

る
。分
包
紙
、印
字
用
の
カ
ラ
ー

リ
ボ
ン
を
併
せ
た
材
料
費
だ
け

で
月
4
万
5
千
円
強
。
こ
れ
に

機
械
本
体
の
リ
ー
ス
料
、
電
気

料
、
人
件
費
を
加
え
れ
ば
い
く

ら
に
な
る
か
？　
こ
の
費
用
は

全
く
の
持
ち
出
し
な
の
で
あ
る
。

　
医
薬
分
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
院

内
処
方
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

あ
る
い
は
院
内
で
充
分
な
体
制

を
取
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
対

し
て
の
評
価
を
希
望
す
る
。
ま

ず
は
1
包
化
加
算
を
院
内
処
方

に
お
い
て
も
設
定
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
た
い
。

誰
が
た
め
の
医
薬
分
業

院
内
処
方
の
再
評
価
を

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
国
は

地
区
医
師
会
未
入
会
の
医
師
が

い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
保
険

医
は
公
的
な
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
側
面
も
あ
る
の

で
、
そ
の
自
覚
を
ど
う
や
っ
た

ら
持
っ
て
も
ら
え
る
か
が
難
し

い
課
題
だ
と
し
た
。

　
続
い
て
、
山
科
医
師
会
は
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
京
都
市
か
ら

2
0
1
9
年
度
に
創
設
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
会
計
や
雇
用
等
、
多
く
の

問
題
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
京
都

市
は
「
自
分
た
ち
で
な
る
べ
く

解
決
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
回

答
。
他
地
区
で
の
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
状
況
を
知
り
た
い

と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
中
京
西
部
医
師
会

が
中
京
東
部
医
師
会
と
共
同
し

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
た

経
緯
を
紹
介
し
つ
つ
、
年
に
約

1
5
0
0
万
円
の
補
助
金
が
出

て
い
る
が
、
こ
の
補
助
金
も
将

来
に
わ
た
っ
て
保
証
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
事
業
の
見
通
し

が
難
し
い
と
述
べ
た
。

　
懇
談
会
は
、
山
科
医
師
会
の

髙
須
雅
史
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

で
閉
会
し
た
。

業
が
な
い
。
国
に
対
し
て
は
生

活
圏
に
密
着
し
て
政
策
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
外
来

医
師
多
数
区
域
で
の
開
業
規
制

は
、
国
が
直
接
の
規
制
を
行
わ

ず
、
地
域
の
協
議
の
場
に
委
ね

ら
れ
る
。
聞
こ
え
は
良
い
が
協

議
に
出
て
こ
な
い
者
が
悪
者
に

さ
れ
た
り
、
従
わ
な
い
者
を
悪

者
に
し
た
り
と
い
う
事
態
が
想

出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
複
数

の
医
療
機
関
が
関
わ
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
は
厚
労
省
も
認
め

た
が
、
算
定
で
き
る
期
間
が
短

い
。
月
1
回
、
6
カ
月
を
限
度

と
す
る
算
定
日
数
制
限
に
つ
い

て
、
撤
廃
さ
せ
て
い
き
た
い
と

し
た
。

　
次
に
、
国
が
目
指
す
地
域
医

定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
重
要
な

指
摘
で
あ
り
、
厚
労
省
に
対
し

て
も
要
請
し
て
い
き
た
い
と
応

じ
た
。

　
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
同
会
の

宮
地
芳
樹
副
会
長
よ
り
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

地
域
に
根
差
し
た
政
策
立
案
求
め
る
声

西
京
医
師
会
と
懇
談

2
月
1
日
　
京
都
大
学
ロ
ー
ム
記
念
館

地
区
未
入
会
や
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
悩
み
深
く

山
科
医
師
会
と
懇
談

2
月
7
日
　
山
科
医
師
会
館

出
席
者
8
人
で
開
催
さ

れ
た
山
科
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
西
京
医
師
会
と
の

懇
談

京都府は2018年４月１日より、自転車利用者と保護者の保
険への加入が義務化されています。自転車プランをセットし
て自転車事故に対する補償を厚くしたり、手頃な保険料の自
転車プランのみ加入もできます。

●団体割引20％
●期間途中での加入も可能
●保険期間は 4 月 1 日より 1 年間
● 扶養者の方に万一の事故があった場合の育英費用の補償だ
けでなく、お子様の日常生活全般におけるさまざまなケガ
や病気の補償、さらに日常生活における賠償事故などを総
合的に補償する保険です。

教育総合補償
制度（学生・こども総 合 保 険）

お子様の育英費用、ケガ・
病気、自転車事故の備えに

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 3 月 2 5 日第 3 0 4 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

東
北
被
災
地
支
援

物
産
展
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
?!

〜
協
会
は
被
災
地
を
応
援
し
ま
す
〜

協
力
医
療
機
関
を
募
っ
て
い
ま
す
。

 

ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い 

!

こ
れ
ま
で
に
14
医
療
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



　
適
時
調
査
で
は
、
入
院
基
本

料
等
に
関
連
し
、
主
と
し
て
保

険
指
導
看
護
師
に
よ
り
「
看
護

の
実
施
」
に
つ
い
て
確
認
さ
れ

る
。
施
設
基
準
に
規
定
が
あ
る

か
ら
だ
。
家
族
等
の
付
添
い
が

医
師
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る

か
。
看
護
単
位
ご
と
に
看
護
の

責
任
者
が
配
置
さ
れ
、
看
護

チ
ー
ム
に
よ
る
交
代
勤
務
等
の

看
護
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

各
勤
務
帯
の
1
人
の
看
護
要
員

が
実
際
に
受
け
持
っ
て
い
る
入

院
患
者
数
を
病
棟
内
に
掲
示
し

て
い
る
か
。
看
護
補
助
者
の
業

務
範
囲
を
院
内
規
程
で
定
め
て

い
る
か
―
な
ど
で
あ
る
。

　
比
較
的
時
間
が
割
か
れ
る
傾

向
に
あ
る
確
認
事
項
は
、
看
護

記
録
と
看
護
計
画
で
あ
る
。
個

々
の
患
者
の
病
状
に
あ
っ
た
看

護
計
画
が
立
て
ら
れ
、
実
施
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
画
一
的

な
計
画
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

　
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
の
評
価
を
行
う
患
者
に
つ
い

て
は
、
評
価
の
裏
付
け
と
な
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
処
置
等
（
Ａ

項
目
）、
患
者
の
状
況
等
（
Ｂ

項
目
）、
手
術
等
の
医
学
的
状

医療行為・医療施設（建物・設備）や
給食に基づく賠償責任
医師賠償責任保険

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に

針刺し事故等補償プラン
針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

　産業医や学校医等の活動（職務）に係る賠償責任保険は、嘱託医として
の行為のうち、医療行為以外の活動において不測の事故が生じて損害賠
償請求されたことで嘱託医が被る損害について保険金をお支払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するために行うネットワークの
所有、使用、管理、情報メディアの提供にあたり生じた偶然な事由または
情報の漏えいもしくはそのおそれに起因する損害に対して保険金をお支払
いします［損害賠償金、事故時・事故後の対策等に必要な費用の補償］。

産業医・学校医等 嘱託医活動賠償責任保険
個人情報漏えい保険／サイバー保険

医師・医療機関にとって賠償責
任への備えは必須です。保険医
協会の保険は会員のみなさまか
らのニーズにお応えして、多様
な補償をご用意しています。

いつでも加入
型変更ができます

医療機関のリスクをまるごとサポート
保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医療従事者を取り巻くリスク
に対応できる各種制度をご用意しています。リスク対策は万全か、いま一
度ご確認下さい。

　
鉛
は
、
製
錬
技
術
が
未
熟
で

も
低
温
で
融
解
可
能
な
こ
と
か

ら
、
太
古
以
来
最
も
使
わ
れ
て

き
た
金
属
で
あ
る
。
こ
の
一

方
、
2
0
0
0
年
以
降
疫
学
調

査
で
鉛
は
、
小
児
に
お
い
て
閾

値
は
な
く
長
期
に
わ
た
る
高
次

機
能
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
許
容
値
の
考
え
は

の
鉛
、
全
血
中
濃
度
は
、
減
少

し
続
け
て
い
る
（
図
1
）。70
年

代
は
、
血
中
濃
度
が
高
く
、
我

が
国
に
お
け
る
一
般
人
口
に
お

い
て
も
血
中
濃
度
が
1
0
0μg

／
L
を
超
え
る
人
は
ざ
ら
に

い
た
。
2
0
1
0
年
の
現
在
で

は
、
値
は
お
お
よ
そ
10μg
／
L

以
下
で
あ
り
、
10
分
の
1
以
下

に
減
少
し
た
。
減
少
を
も
た
ら

し
た
要
因
と
し
て
、
①
ガ
ソ
リ

ン
中
の
有
機
鉛
の
除
去
②
石
炭

な
ど
化
石
燃
料
の
使
用
の
減
少

―
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
で
は
、
さ
ら
に
長
期
の

傾
向
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

　
縄
文
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
の
長
期
の
重
金
属
の
曝
露
を

評
価
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な

り
の
評
価
す
る
試
料
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、生

前
の
鉛
曝
露
を
閉
じ
込
め
た
カ

プ
セ
ル
の
よ
う
な
試
料
が
い
る

の
で
あ
る
。
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質

は
、
小
児
期
に
形
成
さ
れ
、
そ

の
時
期
の
鉛
を
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
の
結
晶
構
造
に
取
り
込
み
生

涯
そ
の
基
質
の
代
謝
は
起
こ
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
燃
焼
さ
れ
な

い
限
り
土
中
に
置
か
れ
て
も
置

換
は
生
じ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
特
性
に
注
目
し
、
歯

の
エ
ナ
メ
ル
質
中
の
重
金
属
を

分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
図
2
に
、
縄
文
人
か
ら
現
代

人
ま
で
の
歯
牙
エ
ナ
メ
ル
中
の

鉛（
Pb
）、水
銀（
Hg
）、銅（
Cu
）

お
よ
び
亜
鉛
（
Zn
）
の
分
析
の

結
果
を
示
し
た
。
鉛
は
予
想
通

り
江
戸
期
の
支
配
層
で
あ
る
武

士
階
級
で
高
い
。
当
時
の
女
性

は
鉛
白
を
お
白
い
と
し
て
利
用

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
驚
く

べ
き
こ
と
に
幕
府
お
抱
え
絵
師

で
は
、
大
量
に
蓄
積
し
て
い

た
。
絵
具
に
鉛
が
含
ま
れ
て
い

師
集
団
を
含
む
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
江
戸
の
お
抱
え
絵
師
も

高
く
、
絵
具
に
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
。
血
中
の
亜
鉛

は
、
動
物
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取

量
に
比
例
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
現
代
人
が
最
も
高
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
お

い
て
は
、
高
濃
度
の
鉛
曝
露
は

江
戸
期
に
発
生
し
て
お
り
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
高
さ
の
一
つ

の
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
縄
文
時
代
や
江
戸
時
代
の

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
過
去
に
重
金

撤
廃
さ
れ
、
で

き
る
限
り
低
い

値
に
保
つ
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
に
お

い
て
、
鉛
曝
露

は
い
つ
頃
か
ら

起
こ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
1

9
8
0
年
代
以

降
、
1
日
当
た

り
の
食
事
由
来

属
汚
染
は
な
か
っ
た
と
い
う
の

は
幻
想
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。
縄
文
人
は
、
お
そ
ら
く

噴
火
に
よ
る
水
銀
曝
露
を
受
け

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

よ
う
に
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
の
重

金
属
の
測
定
は
、
長
期
に
お
け

る
曝
露
を
評
価
す
る
に
は
有
用

で
あ
る
。

　
再
び
天
の
シ
ニ
カ
ル
な
声
、

「
歯
の
試
料
調
整
時
の
コ
ン
タ

ミ
※
ち
ゃ
う
の
？
」。
ご
も
っ

と
も
。
そ
こ
で
、
歯
の
エ
ナ
メ

ル
質
中
の
重
金
属
の
ば
ら
つ
き

を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
通
常
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
マ
ス
は
、

定
量
性
に
は
優
れ
る
が
、
極
小

さ
い
サ
ン
プ
ル
内
部
の
分
布
の

均
一
性
を
評
価
は
で
き
な
い
。

ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
に
よ
る
コ
ン

タ
ミ
ン
汚
染
で
は
、
均
一
性
が

な
い
。
微
小
な
領
域
の
分
布
の

評
価
の
た
め
、SP

ring 8 

を

用
い
る
こ
と
に
し
た
。

 

（
つ
づ
く
）

た
た
め
で
あ

る
。
一
方
水
銀

で
は
、
縄
文
人

に
高
い
傾
向
が

あ
る
。さ
ら
に
、

銅
で
は
、
鎌
倉

人
が
高
い
。
こ

の
理
由
と
し

て
、
こ
の
鎌
倉

人
は
、
京
都
の

東
寺
近
辺
の
仏

況
（
Ｃ
項
目
）
の
根
拠
等
が
記

載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
病
棟
管
理
日
誌
に

は
、
時
間
帯
別
・
資
格
別
看
護

要
員
配
置
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
勤
務
実
績
表
等
と
相
違
が

な
い
か
。
外
出
泊
者
や
家
族
付

き
添
い
等
も
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
が
確
認

さ
れ
る
。

　
「
看
護
の
実
施
」
に
関
し
て

自
主
返
還
が
求
め
ら
れ
た
と
い

う
事
例
を
筆
者
は
確
認
し
た
こ

と
が
な
い
が
、
主
と
し
て
保
険

指
導
「
看
護
師
」
に
よ
り
確
認

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
門

的
な
見
地
で
確
認
さ
れ
る
こ
と

に
留
意
し
た
い
。

　
※contam

ination

：
化

学
実
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　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ために
なると毎回好評いただいている研修です。医療機関の勤務経験
が短い方を対象に、医療従事者に必要な「接遇」「医療安全」
「保険基礎知識」の３分野について、基礎をしっかり学んでい
ただけます。

診療所対象

1日目 4 月11日（木） 午後 2 時～ 4 時
 「医院・診療所での接遇マナー研修（初級）」
 講　師：㈱JAPAN・SIQ協会　川﨑 ゆかり 氏
 参加費：お一人1,000円　※当日徴収

2日目 4 月18日（木） 午後 2 時～ 4 時
 Ⅰ 「医事紛争から見た医療従事者としての心構え」
  講　師：医療安全対策部会副理事長　林　一資 氏
 Ⅱ 「知っておきたい保険の基礎知識」
  講　師：保険部会理事　種田 征四郎 氏
 参加費：無料
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
　※ 定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

定員に達し受付できない場合のみ、ご連絡させていただきます。
協　賛 (有)アミス

毎回好評の接遇マナー研修会を、2019年は初級２回・中級１回
開催します。
今後の予定：夏（７月頃）初級　秋（10月頃）中級
※ 中級にご参加の従業員の方は、過去に初級受講済みの方を対象と
しますので、４月または夏の初級にご参加下さい。

要申込
定員

両日60人

新しく医療機関に勤められた方の研修会

お申し込みは  京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで
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図 1　日本人における鉛曝露
1979年から2008年までの観察

図 2　歯牙エナメル中の重金属濃度（µg/g）
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　今通常国会に２月15日、「医療保険制度の適正かつ効率
的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法律
案」が提出された。
　改定の趣旨は、「医療保険制度の適正かつ効率的な運営
を図るため」とあり、改定対象は健康保険法、国民健康保
険法、高齢者の医療の確保に関する法律、介護保険法、国
民年金法、社会保険診療報酬支払基金法と多岐にわたる一
括法案である。
　本法案は「新たな医療の在り方を踏まえた医師・看護師
等の働き方ビジョン検討会報告書」（2017年４月６日）の記
述内容を中心に「新たな医療」制度に向け、医療・介護保険
制度のインフラ整備の性格を持った法案と考えられる。

オンライン資格確認の導入
　医療機関等での被保険者資格確認をマイナンバーカード
で可能とし、国・自治体・保険医療機関等に対しては円滑
な実施協力を義務付ける。これに伴い記号・番号が世帯単
位から個人単位になる。なお、プライバシー保護の観点か
ら被保険者番号の告知要求を制限する措置も創設する。
　被保険者資格の確認が個人番号で可能になるということ
は、健康保険証とマイナンバーの紐づけへの大きな一歩と
なる。マイナンバー法は成立時点で機微性の高い医療情報
を対象外としていた。国がマイナンバーを通じて私たちの
健康・医療に関する情報をすべて把握できる仕組み（社会
保障個人会計システム）により、負担や自己努力に見合っ
た個別のサービス供給を可能とするための動きとして捉え
る必要がある。
　ＩＣＴの活用推進に向け、オンライン資格導入に向けた
医療機関・薬局のシステム整備、電子カルテ標準化に向け
たシステム導入等の支援策として、〈医療情報化支援基金〉
を創設する。同基金は、国の交付要綱に基づき社会保険診
療報酬支払基金（以下、支払基金）が交付を受ける。医療機
関は支払基金に申請し、交付を受ける仕組みとなる。
　電子カルテの標準化は、2018年４月１日から本格稼働し
た医療情報データベース〈MID-NET〉の推進と関連があ
りそうだ。同データベースはＰＭＤＡ法（独立行政法人医
薬品医療機器総合機構法）に基づき、同機構が保持してい
るデータであり、現在は全国10拠点の協力医療機関に設置
したデータベース（レセプト、ＤＰＣ、電子カルテ、検査
値）を蓄積し、統計解析を進めている。電子カルテ標準化
はそのデータ収集範囲拡大を目指すものと考えられる。

ＮＤＢ、介護ＤＢの連結解析等
　データ活用推進は、ＮＤＢ（レセプト情報・特定健康診
査等情報データベース）、介護ＤＢ（介護保険総合データ
ベース）でも進められる。国が保有する医療・介護のビッ
グデータについて幅広い主体による利活用が可能であるこ
とを法律上明記し、ＮＤＢ・介護ＤＢの連結利用も可能と
する。ＤＰＣデータベースも同様に根拠規定を創設する。

　現状、ＮＤＢは高齢者の医療の確保に関する法律、介護
ＤＢは介護保険法を根拠にデータ収集・利用が一定範囲に
おいて認められている。法的には、ＮＤＢは全国と都道府
県の医療費適正化計画、介護ＤＢも介護保険事業計画関連
に活用範囲が限定されている。例外として公益目的の研究
に限り、自治体や大学研究者へのデータ提供はすでに行わ
れているが、民間事業者には提供されていない。改定法案
は第三者提供を解禁し、国・地方公共団体、大学その他の
研究機関、民間事業者その他厚生労働省令で定める者への
提供を可能とする。
　ＮＤＢと介護ＤＢの連結解析も可能とし、「胸囲や血圧
の状態が○○な人は、○○疾患に罹患しやすく、その場
合、○○治療が効果がある」「△△サービスと□□サービス
を組み合わせて提供すれば、要介護状態が改善する」との
エビデンス蓄積に役立てるという。
　データの第三者提供が新たな治療の開発や医療・介護
サービスの展開へつながるとの期待もあるが、ヘルスケア
産業育成に主眼をおいた成長戦略との関連も疑われる。経
済産業省は保険外サービスの開発に成長の活路を見出して
おり、注意が必要である。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
　75歳以上高齢者への保健事業を市町村が介護保険の地域
支援事業と一体的に実施できるよう、後期高齢者医療広域
連合と市町村の役割を定めるとともに、市町村等が、各高
齢者の医療・健診・介護情報等を一括して把握できるよう
規定を整備する。
　厚生労働省は2018年、高齢者の保健事業と介護予防の一
体的な実施に関する有識者会議（座長・遠藤久夫国立社会
保障・人口問題研究所長）を設置。同年12月３日に報告書
をまとめた。報告書は「生涯を通じた重症化予防」※１が必
要にもかかわらず、法令上保健事業の実施主体が保険者で
あり、よって後期高齢者医療制度における保健事業、国民
健康保険における保健事業、介護保険における介護予防事
業の実施主体が分立し、接続が課題だと指摘していた。今
回の法改定はこの指摘を受けたものであろう。
　法案提出に先立って厚生労働省が示した資料には〈市町
村における実施のイメージ図〉があり、市町村を主体に医
療・介護のレセプト、特定健診、要介護認定等の情報を一
括把握し、地域の健康課題を整理・分析する。さらにさま
ざまな課題を抱える高齢者や健康状態の不明な高齢者を個
別に浮き上がらせ、アウトリーチを通じて必要な医療サー
ビスへ接続する。
　ここでもデータ活用が焦点となっており、ＫＤＢデータ
（国保データベース。介護・国保・健診のデータを蓄積）の
本格活用が意図されている。こちらは国保中央会・国保連
合会（以下、国保連）がデータ分析手法の研修や支援、実施
状況等の分析・評価を新たに担う。
　フレイルに陥る恐れのある高齢者をスクリーニングし、
〈通いの場〉等への参加を勧奨する。市町村は通いの場、住

民主体の支援の場で専門
職による健康相談等を提
供、ショッピングセン
ター等の生活拠点等での
取組みを企画・実施す
る。
　〈通いの場〉は、要介護
認定における要支援者へ
の訪問介護と通所介護を
介護サービスから排除
し、市町村の実施する
〈新しい総合事業〉へ付け
替えた際、厚労省が奨励
したものである※２。厚
労省調査では全国91,059
カ所※３ある、住民によ
る体操、会食、茶話会の
場である。国が住民の取
組みを医療・福祉の〈資
源〉に位置付けた典型例
である。法案は、かかり
つけ医が〈通いの場〉へ参
加勧奨し、保健師等の医

療専門職種の関与を強めるよう求めている。

審査支払機関の機能の強化
　社会保険診療報酬支払基金法を改定し、①本部機能を強
化するため、支部の都道府県必置規定を廃止②職員による
レセプト点検業務の実施場所を全国10カ所程度の審査事務
センターに集約化③審査委員会は本部のもとに設置（ただ
し、設置場所はこれまで同様の47都道府県）④基金の業務
運営に関する理念規程の創設⑤レセプト・特定健診等情報
その他の情報の収集、整理および分析等に関する業務を新
たに追加⑥手数料の階層化を行い、現在のレセプトの枚数
を基準とする設定から、レセプトの枚数や審査の内容等を
勘案して設定⑦審査委員の委嘱に関し、学識経験者・診療
担当者・保険者の３者を同数とした委嘱をあらため、診療
担当者代表と保険者代表のみ同数とする。同時に、国民健
康保険法を改定し、国保連合会についても理念規程の創設
やデータ分析等の業務化、審査委員会の構成を改定する。
　現行の社会保険診療報酬支払基金法第１条は、「療養の
給付及びこれを担当する給付に係る医療を担当する者」に
対する診療報酬を「迅速適正な支払いを行い」、あわせてレ
セプトの審査を行うと、支払基金の目的を定めている。こ
れに対し、今次改定法案には「情報の収集、整理及び分析
並びにその結果の活用の促進に関する事務」が加えられ
る。国保連についても国民健康保険法を改定し、レセプト
審査とともに「診療報酬請求書情報等の分析等」を業務に位
置付ける基本理念条項が新設される。
　1948年に創設された支払基金は、支払い遅延が蔓延して
いた当時の実態を解決すべく、診療報酬の審査および支払
いを統一的かつ迅速に行うことを目的とした組織であ
る※４。国策であるデータ収集・分析・活用促進を担わせ
ることは、審査支払機関の存在理由の書き換えであり、込
められた意図を見抜かねばならないだろう。
　さらに危惧されるのは審査基準の統一化である。「新経
済・財政再生計画改革工程表2018」（2018年12月20日・経済
財政諮問会議）はコンピュータで審査完結するレセプトの
割合を〈システム刷新後２年以内に９割程度〉にするよう求
めている。そのため、「審査結果の不合理な差異の解消」と
は限りなく審査基準一元化へ接近する方針とみるべきであ
ろう。
　このことは大きく二つの側面からその妥当性を検討され
ねばならない。
　一つ目は、保険審査の仕組みは、国民皆保険制度による
保険で良い医療の提供の基本ルールを構成していること。
　二つ目は、保険医は患者一人ひとりの個別性を踏まえて
医療を提供していること。
　コンピューターチェックの強化や基準の一元化が、保険
診療の制限・束縛につながってはならないのである。

これからの医療制度のインフラ整備
　その他、法案には生活の拠点が日本にない親族が健康保
険の給付を受けることができる在外被扶養者の課題に対応
すべく、健康保険の被扶養者の認定において原則として国
内居住を要件とする等の整備等も含まれている。
　総じて今回の法案は、医療制度のインフラ整備を進めよ
うとするものといえる。
　医療・介護にデータ活用の推進により、患者一人ひとり
の受療やサービス受給の行動を把握し、公的サービスだけ
でなく、住民活動やヘルスケア産業へアクセスさせるこ
と。そして医師の診療に対し、新たな介入の糸口が探られ
ており、批判的見地からの分析、要請の取組を進めねばな
らない。

※１　「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関する有識
者会議報告書」（2018年12月３日）５ページ

※２　新しい総合事業導入に際しての「介護予防・日常生活支援総
合事業ガイドライン」において、厚労省は通所型サービスＢを
〈通いの場〉と呼称。また、一般介護予防事業にも住民運営の
〈通いの場〉を位置付けていた。

※３　平成29年度 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事
業）の実施状況（平成29年度実施分）に関する調査結果（厚生労
働省ホームページ）

※４　『日本医療保険制度史』（吉原健二+和田勝著、東洋経済新報
社刊）125ページ参照

政
策
解
説

通常国会に提出された医療保険法
「改正」案の概要と国の意図を探る

第５回高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関する有識者会議（18年11月22日）資料より
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維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
と
な
ら
な
い
状
態
に
つ
い
て

申込締切

4月20日

期間限定で厳選ワインを特別価格でご案内

【取扱い】（有）アミス ☎075－212－0303

※ 未成年の方への酒
類の販売は行って
おりません

どちらも ⇒
協会会員価格
（送料・税込）

会員IDと初期パスワードがご不明な場合は、京都府保険医
協会（☎075‒212‒8877）までお問い合わせ下さい。

① ②

￥8,480

ワイン6本セット2種

ソムリエ厳選
おすすめ

日　時 5月18日（土）午後 2 時30分～ 4 時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 佐々木 真弓 氏
 （ 西陣・佐々木医院院長夫人、日本ステンドグ 

ラス協会副会長、アトリエエンジェル主宰）

内　容 「写真立て」作り
定　員 30人（先着順、要申込）
参加費 会員：2,500円、家族・従事者：3,500円

　ステンドグラス作家の佐々木真弓氏を講師に、“ステンドグラス教室”を
開催します。色とりどりのガラスの光に包まれた「写真立て」
作りを、ご一緒に楽しみませんか。コテなどの道具は、貸出 
いたします。
　ご家族・従業員さまお誘い合わせの上、ぜひご参加下さい。

第19回 文化講座 ステンドグラス教室

京都府保険医協会の会員の年会費は
個人・家族・法人カードとも永久無
料です。有利な特典もあります。
ぜひお申込み下さい。

提携：京都クレジットサービス（株）

ＤＣゴールドカード
年会費 永久無料

詳細は本紙に同封の
案内チラシをご参照
下さい。

①赤 ワ イ ン 6本セット
②赤白ワイン 6本セット

通常参考上代 ￥9,666（税込）の
ワインセットが…

通常参考上代 ￥9,288（税込）の
ワインセットが…

アミスネットショップよりお申し込み下さい！
http://www.amis.Kyoto/shop/

エプロン、軍手（片
手）、雑巾（水洗い後
の作品を拭くもの）、
参加費

当日
ご持参いただくもの

作品見本

　
Ｑ
、
2
0
1
9
年
3
月
31
日

で
、
要
介
護
被
保
険
者
に
対
す

る
外
来
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
算
定
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
も
算
定

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で

あ
っ
て
治
療
上
有
効
で
あ
る
と

医
学
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
4
月
1
日
以
降
も
引
き
続

き
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

は
、
進
行
性
の
神
経
・
筋
疾
患

で
あ
り
、
①
「
治
療
上
有
効
で

あ
る
と
医
学
的
に
判
断
さ
れ
る

場
合
」
は
算
定
日
数
上
限
を
超

え
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料

（
50
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
は
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症
・
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

（
Ｌ
3
―
4
、
Ｌ
4
―
5
）
の
た

め
、
外
来
整
形
で
診
察
を
受
け

て
お
り
、
患
者
の
腰
部
硬
膜
外

ブ
ロ
ッ
ク
希
望
に
従
い
施
行
し

た
。
注
入
後
に
足
が
動
か
せ

ず
、
感
覚
麻
痺
が
認
め
ら
れ
た

た
め
に
点
滴
を
指
示
し
た
。
そ

の
後
、
呼
吸
困
難
と
な
り
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
の
入
院
と
な
っ
た
。
意
識

は
消
失
す
る
こ
と
な
く
、
改
善

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
の
で
翌
日

退
院
と
な
っ
た
。
医
師
は
ブ

し
い
③
精
神
的
苦
痛
に
対
し
て

誠
意
を
求
め
る
。

　
医
療
機
関
は
、
安
全
管
理
委

員
会
を
開
催
。
そ
の
結
果
、
事

故
原
因
は
合
併
症
で
あ
り
、
脊

髄
腔
（
硬
膜
内
ク
モ
膜
外
）
へ

の
薬
物
が
漏
出
し
た
と
推
測
す

る
と
と
も
に
、
手
技
上
の
問
題

が
あ
っ
た
可
能
性
も
検
討
し

て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
見
解

を
ま
と
め
た
結
果
、
一
部
医
療

過
誤
を
認
め
た
。

　
①
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
の
適
応

は
あ
っ
た
②
使
用
薬
物
（
リ
ノ

ロ
サ
ー
ル
®
注
射
液
4
㎎
、
フ

リ
ー
ド
カ
イ
ン
®
注
1
％
10

ml
、
生
食
注
20 

ml
）
に
問
題
は

な
い
③
侵
襲
を
伴
う
処
置
は
外

来
診
察
で
施
行
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
④
合
併

症
や
副
作
用
の
説
明
を
全
く
し

て
い
な
い
の
は
説
明
義
務
違
反

の
可
能
性
が
あ
る
。

　
な
お
、
今
後
の
予
防
対
策
と

し
て
、
以
下
の
点
を
挙
げ
た
。

　
①
外
来
で
の
侵
襲
を
伴
う
手

術
や
処
置
に
つ
い
て
は
、
手
術

室
で
体
制
を
十
分
に
整
え
て
か

ら
施
行
す
る
②
腰
部
硬
膜
外
ブ

ロ
ッ
ク
に
関
し
て
も
説
明
書
・

同
意
書
を
作
成
し
て
、
患
者
に

十
分
な
説
明
を
行
い
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を

得
る
努
力
を
す
る
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
院
内
調
査
で
は
、
針
が
硬
膜

内
ク
モ
膜
外
に
刺
入
し
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
血
圧
低

下
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ク
モ

膜
下
（
髄
液
腔
）
に
刺
入
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
陰
圧
確
認
を
怠
っ
た

可
能
性
が
高
く
、
手
技
上
に
問

題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
医
療
機
関
側
が
主
張
す

る
説
明
義
務
違
反
に
つ
い
て
ま

で
は
認
め
る
必
要
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
絶

対
的
な
過
誤
と
は
言
明
で
き
な

い
が
、
過
失
を
認
め
る
こ
と
が

妥
当
と
判
断
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
過
失
を
認
め

て
、
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。
た
だ
し
、
賠
償
金
額
は
当

初
、
患
者
側
が
要
求
し
た
額
の

3
分
の
1
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ク
に
対
す
る
副
作
用
、
合

併
症
の
説
明
は
一
切
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
患
者
側
に
若
干

の
見
舞
金
を
支
払
っ
た
経
緯
が

あ
っ
た
。

　
患
者
側
の
主
張
は
以
下
の
通

り
。
①
後
遺
症
が
発
症
し
た
場

合
の
賠
償
②
下
肢
麻
痺
に
よ
り

尿
便
が
垂
れ
流
し
に
な
り
、
受

け
取
っ
た
見
舞
金
の
倍
額
す
る

汚
れ
た
ス
ー
ツ
を
弁
償
し
て
ほ

腰
部
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
で
感
覚
麻
痺

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
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今
夏
の
参
議
院
選
を
中
心
に
選
挙

の
あ
る
年
は
、
護
憲
・
改
憲
ど
ち
ら

に
と
っ
て
も
大
切
な
年
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
こ
と
と

の
重
複
を
お
そ
れ
ず
、
ま
た
少
し
現

実
的
な
話
題
に
も
ふ
れ
よ
う
と
思

う
。 

　
「
安
倍
」
改
憲
の
中
心
に
な
る
9

条
自
衛
隊
追
記
は
、
決
し
て
現
状
追

認
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は

す
で
に
書
い
た
。
9

条
1
項
、
2
項
は

あ
っ
て
も
自
衛
隊
追

記
は
そ
の
死
文
化
を

や
軍
事
の
な
い
日
本
社
会
の
明
る
さ

に
も
陰
り
が
出
て
く
る
恐
れ
も
あ

る
。 

　
さ
て
改
憲
へ
の
関
門
は
発
議
と
国

民
投
票
だ
が
、
発
議
に
は
憲
法
審
査

会
で
の
改
憲
手
続
法
改
正
審
議
と
採

決
、
憲
法
審
査
会
へ
改
憲
案
提
示
と

与
党
協
議
を
経
て
、
①
衆
議
院
へ
の

改
憲
原
案
提
出
、
本
会
議
質
疑
、
憲

法
審
査
会
へ
の
付
託
②
衆
議
院
憲
法

審
査
会
で
の
改
憲
原
案
審
議
と
公
聴

会
↓
過
半
数
で
可
決
③
衆
議
院
本
会

議
で
審
議
↓
3
分
の
2
で
可
決
④
参

議
院
憲
法
審
査
会
で
審
議
・
可
決
⑤

参
議
院
本
会
議
で
審
議
・
可
決
―
で

改
憲
発
議
成
立
に
な
り
、
30
〜
1
8

0
日
後
に
国
民
投
票
が
行
わ
れ
る

（
渡
辺
治
氏
（
九
条
の
会
事
務
局
、

一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
講
演
会
資
料

よ
り
）。

で
は
な
い
）
を
超
え
た
場
合
に
国
民

の
承
認
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
。
事

の
重
大
性
を
考
え
る
と
、
賛
成
数
は

全
有
権
者
の
過
半
数
と
す
る
の
が
望

ま
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
投
票
は
改
憲
に

有
利
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
護

憲
運
動
に
と
っ
て
は
、
改
憲
発
議
阻

止
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

 
（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

　
そ
し
て
改
憲
最
後
の
関
門
、
国
民

投
票
の
問
題
点
は
、
①
マ
ス
コ
ミ
の

有
料
広
告
規
制
が
な
い
こ
と
。
資
金

力
の
あ
る
側
（
最
も
資
金
力
の
あ
る

の
は
政
権
）
が
有
利
②
最
低
投
票
率

の
規
制
が
な
い
。
投
票
率
が
低
い
場

合
、
憲
法
が
求
め
る
「
国
民
の
過
半

数
」
が
賛
成
し
た
か
疑
問
。
た
と
え

ば
投
票
率
が
30
％
だ
っ
た
場
合
、
国

民
の
15
％
の
賛
成
で
承
認
に
な
る
③

憲
法
改
正
に
対
す
る

賛
成
投
票
の
数
が
有

効
投
票
数
の
過
半
数

（
有
権
者
の
過
半
数

引
き
起
こ
し
、
自
衛
隊
は
2
項
が
禁

止
す
る
軍
隊
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
歯
止
め
が
な
く
な
り
、「
戦

争
を
す
る
軍
隊
」
化
の
傾
向
が
一
層

進
む
恐
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
合
憲
と

な
っ
た
自
衛
隊
は
、
戦
争
法
に
よ
っ

て
海
外
で
の
武
力
行
使
が
可
能
な
自

衛
隊
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
9
条

だ
け
で
な
く
、
人
権
の
制
限
な
ど
憲

法
全
体
の
変
質
や
、
さ
ら
に
は
戦
争 改

憲
の
発
議
と
投
票

学
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合
」
に

限
っ
て
、
算
定
日
数
上
限
を
超

え
て
も
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
な
ら
な
い
取
扱
い

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
該
当
す

る
場
合
は
同
じ
く
要
介
護
被
保

険
者
で
あ
っ
て
も
、
維
持
期
リ

ハ
ビ
リ
の
経
過
措
置
終
了
の
影

響
を
受
け
ま
せ
ん
。

　
①
、
②
に
該
当
す
る
場
合
は

と
も
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
計
画
書
、
カ
ル
テ
、
レ

セ
プ
ト
の
取
扱
い
が
別
途
細
か

く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
に
ご
留
意
下
さ
い
。
詳
細

は
『
社
会
保
険
診
療
提
要
』
5

4
2
〜
5
4
4
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
下
さ
い
。

を
算
定
で
き
る
た
め
、
そ
も
そ

も
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
点
数
を
算
定
し
な
い
の

で
、
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ

て
も
、
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
の
経

過
措
置
終
了
の
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
。
な
お
、
現
時
点
に
お
い

て
、
要
介
護
被
保
険
者
の
外
来

維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

算
定
の
経
過
措
置
終
了
に
関
し

て
、
特
別
に
除
外
と
な
る
疾
患

等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
進
行
性
あ
る
い
は
先
天
性
の

神
経
・
筋
疾
患
以
外
の
疾
患
に

つ
い
て
は
、
治
療
上
有
効
で
あ

る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
②
「
治

療
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
状

態
の
改
善
が
期
待
で
き
る
と
医
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京
都
丹
後
鉄
道
（
丹
鉄
）
は

半
島
内
を
東
西
、
南
北
に
走

る
。
豊
岡
〜
西
舞
鶴
は
各
停
で

2
時
間
、
宮
津
〜
福
知
山
は
50

分
。
近
年
、
乗
客
数
は
ピ
ー
ク

時
の
6
割
程
度
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
そ
う
だ
。
5
年
前
か

ら
第
三
セ
ク
タ
ー
北
近
畿
タ
ン

ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
赤
字
体

質
改
善
の
た
め
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
施

設
を
保
有
し
、
民
間
企
業
が
運

営
を
行
う
と
い
う
上
下
分
離
方

式
を
と
っ
て
い
る
。
廃
線
に
な

ら
な
い
よ
う
、
な
ん
と
か
踏
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
。

　
宮
津
〜
福
知
山
は
短
い
距
離

な
の
に
14
も
駅
が
あ
る
か
ら
、

普
通
列
車
は
お
よ
そ
3
分
お
き

に
停
ま
り
な
が
ら
大
江
山
の
深

い
山
あ
い
を
進
む
こ
と
に
な

る
。
自
動
車
道
と
は
離
れ
た

ル
ー
ト
な
の
で
、
景
色
の
中
に

車
や
民
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

あ
る
の
は
緑
の
山
々
。
停
車
時

に
は
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ

え
て
く
る
。
ど
の
駅
も
無
人

で
、
夜
に
な
る
と
誰
も
乗
り
降

り
せ
ず
、
ド
ア
は
自
動
で
は
開

か
ず
、
近
く
に
店
も
な
く
、
あ

た
り
一
帯
山
の
中
で
真
っ
暗
。

間
帯
に
は
立
ち
人
が
出
る
く
ら

い
多
く
の
生
徒
が
乗
り
込
む
。

　
豊
岡
〜
西
舞
鶴
は
車
窓
か
ら

海
を
た
っ
ぷ
り
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

全
路
線
を
通
じ
て
由
良
川
〜
天

橋
立
あ
た
り
で
少
し
の
間
見
え

る
だ
け
。
あ
と
は
山
か
田
園
風

景
。
海
の
見
え
る
時
間
を
す
べ

て
足
し
て
も
10
分
に
満
た
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
由
良
の
景
勝

地
奈
具
海
岸
で
は
、
観
光
列
車

は
わ
ざ
わ
ざ
一
時
停
車
し
、
由

良
川
橋
梁
で
は
最
徐
行
し
て
乗

客
に
海
を
見
せ
て
く
れ
る
。
晴

れ
た
日
に
は
真
っ
青
な
空
と
海

が
は
る
か
遠
く
で
一
つ
に
溶
け

合
っ
て
い
る
。

　
冬
、
と
ん
で
も
な
く
多
く
雪

が
降
れ
ば
列
車
は
止
ま
る
が
、

た
い
て
い
な
ら
普
通
に
走
る
。

丹
鉄
全
区
間
で
一
番
雪
が
多
く

積
も
る
の
は
豊
岡
〜
久
美
浜

だ
。
雪
の
降
っ
た
翌
朝
、
線
路

か
ら
周
り
の
田
畑
ま
で
す
べ
て

白
く
一
体
化
し
た
中
を
、
す
べ

る
よ
う
に
列
車
は
走
る
。

　
車
両
は
1
〜
2
両
編
成
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
、
中
に
は
前

か
ら
後
ろ
ま
で
切
れ
目
の
な
い

一
列
横
す
わ
り
座
席
と
い
う
珍

し
い
も
の
も
あ
る（
写
真
）。

　
最
近
あ
お
ま
つ
号
、
あ
か
ま

つ
号
、
く
ろ
ま
つ
号
と
い
う
カ

夏
、
蛍
く
ら
い
出
て
き
て
ほ
し

い
が
、
出
る
こ
と
は
な
い
。
た

だ
蛾
が
舞
っ
て
い
る
だ
け
。
こ

の
飾
り
気
の
な
い
景
色
は
、
し

か
し
な
が
ら
、
少
し
の
感
傷
を

伴
っ
て
、
か
つ
て
夏
休
み
に
楽

し
く
過
ご
し
た
林
間
キ
ャ
ン
プ

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
た

だ
し
こ
こ
で
も
朝
夕
の
通
学
時

辻
　
俊
明
（
西
陣
）

第 9 話

丹
後
半
島
心
の
原
風
景

深
い
緑
を
鑑
賞
で
き
る
京
都
丹
後
鉄
道

フ
ェ
、
食
事
付
き
の
観
光
列
車

が
定
期
運
行
し
て
い
る
。
あ
お

ま
つ
号
は
予
約
な
し
追
加
運
賃

な
し
で
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
さ
ん

が
3
5
0
円
の
紙
コ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
を
出
し
て
く
れ
る
。
あ
か

ま
つ
号
は
予
約
が
要
り
、
コ
ー

ヒ
ー
の
ほ
か
ビ
ー
ル
が
出
る
。

く
ろ
ま
つ
号
は
レ
ス
ト
ラ
ン
列

車
で
数
千
円
〜
１
万
円
の
料
理

が
出
る
。

　
協
会
は
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
弦
楽
四
重
奏
で
名

曲
を
楽
し
む
」
を
２
月
24
日
に
開
催
。
参
加
者
39
人
と

な
っ
た
。
以
下
に
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
2
月
24
日
の
お
昼
に
「
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
〜
弦
楽
四
重
奏

で
名
曲
を
楽
し
む
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
案
内
を
い
た
だ
い

た
時
点
で
は
、
先
着
20
人
に
入

れ
る
か
な
と
思
い
な
が
ら
の
申

し
込
み
で
し
た
が
、
運
よ
く
当

選（
？
）で
し
た
。
想
像
通
り

の
人
気
で
20
人
で
は
収
ま
ら

ず
、
倍
の
参
加
者
を
受
け
付
け

て
い
た
だ
い
て
の
、
め
で
た
く

当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
で
11
回
目
の
演
奏
会
は

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
京
都
2
階
の

エ
ス
カ
ー
レ
で
の
開
催
で
し

た
。
こ
の
人
数
に
ぴ
っ
た
り
の

素
敵
な
部
屋
は
、
天
井
の
大
き

な
部
分
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
好
天

に
も
恵
ま
れ
明
る
い
日
差
し
が

降
り
注
ぐ
と
い
う
抜
群
の
環
境

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　
バ
イ
オ
リ
ン
杉
江
洋
子
氏
、

野
田
明
斗
子
氏
、
ビ
オ
ラ
金
本

洋
子
氏
、
チ
ェ
ロ
山
岸
考
教
氏

の
皆
さ
ん
の
演
奏
、
金
本
氏
の

司
会
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
映
画
音
楽
が
テ
ー
マ
と

な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
①
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ

メ
ン
ト　
へ
長
調 

kv.
1
3
8
」

②
ハ
イ
ド
ン
「
弦
楽
四
重
奏
曲

ひ
ば
り
よ
り
第
3
楽
章
」
③

ジ
ャ
ズ
メ
ド
レ
ー「
Ａ
列
車
で

行
こ
う
〜
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
〜
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー

ド
」
④
ビ
バ
ル
デ
ィ「
バ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
集
『
和
声
と
創
意

の
試
み
』
よ
り
『
春
』」
⑤
Ａ・

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
弦
楽
四
重
奏

曲
第
12
番
『
ア
メ
リ
カ
』
よ
り

第
4
楽
章
」
⑥
ア
ン
コ
ー
ル
は

「
白
雪
姫
よ
り　
い
つ
か
王
子

様
が
」
と
進
み
、
曲
の
合
間
に

は
金
本
氏
よ
り
曲
な
ら
び

に
演
奏
者
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
者
の

今
日
に
至
る
ま
で
を
語
る

時
間
も
設
け
ら
れ
、
非
常

に
親
近
感
の
湧
く
会
と
な

り
ま
し
た
。
間
近
で
聞
く

バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

ビ
オ
ラ
の
輪
郭
の
は
っ
き

り
し
た
音
は
、
期
待
以
上

で
感
激
し
ま
し
た
。
演
奏

後
は
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
者
も

各
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
れ
、

皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
食
事
、

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
室
内
楽
を
と
て

も
楽
し
み
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
午
後
の
ひ
と
と
き
素
晴
ら

し
い
演
奏
と
雰
囲
気
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
に
て
少
々
ア

ル
コ
ー
ル
が
過
ぎ
た
き
ら
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
主
催

者
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
協
会
は
、「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」
を
3
月
2
日
に

開
催
。
参
加
者
は
30
人
と
な
っ
た
。
以
下
に
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

　
今
年
も
3
月
2
日
、
ル
ク
ラ

ブ
・
ジ
ャ
ズ
で
、
保
険
医
協
会

主
催
の
「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む

会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

で
13
回
目
と
な
り
、
回
を
重
ね

る
た
び
に
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
、
音

楽
愛
好
家
の
会
員
や
ご
家
族
な

ど
が
多
数
参
加
さ
れ
、
会
自
体

も
す
っ
か
り
定
着
し
、
そ
の
歴

史
の
重
み
も
感
じ
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
こ
の
会
の
こ
と
は

以
前
よ
り
存
じ
上
げ
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
末
の
保
険
医
協

会
と
福
知
山
医
師
会
と
の
地
区

懇
談
会
の
時
に
協
会
事
務
局
か

ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
会
の
運
営

に
当
初
か
ら
携
わ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
、
当
時
副
理
事
長
の
職

に
あ
ら
れ
た
増
田
道
彦
先
生

や
、
毎
回
こ
の
会
に
参
加
さ

れ
、
ご
自
身
も
ギ
タ
ー
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
田
野
邊

裕
二
先
生
と
今
回
は
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
個
人
的
に
は

と
て
も
幸
せ
で
贅
沢
な
時
間
を

過
ご
さ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
1
部
は
京
都
、
関
西
を
中

心
に
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
々
の

演
奏
…
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
篠
崎

雅
史
氏
、
ピ
ア
ノ
角
田
浩
氏
、

ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
衛
藤
修
治
氏
の

ト
リ
オ
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
関

し
、
会
も
非
常
に
和
や

か
に
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
田
野
邊
先
生

の
同
級
生
を
中
心
と
し

た
ユ
ニ
ッ
ト
の
演
奏
の

あ
と
に
は
再
び
プ
ロ
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
交

ざ
っ
て
の
ジ
ャ
ム

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
演
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
初
参
加
の
私

も
第
2
部
の
後
半
の
田

野
邊
先
生
の
バ
ン
ド
と

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
ロ

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
素

敵
な
ご
縁
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
「
ジ
ャ
ズ
を
楽

し
む
会
」
の
開
催
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
会
が
今
後
益
々
発

展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

西
ジ
ャ
ズ
界
の
重
鎮
、
ジ
ャ
ズ

ギ
タ
リ
ス
ト
の
寺
井
豊
氏
も
参

加
く
だ
さ
り
、
豪
華
な
ス
ペ

シ
ャ
ル
カ
ル
テ
ッ
ト
の
魅
力
溢

れ
る
意
思
の
あ
る
音
、
そ
し
て

円
熟
さ
を
体
感
す
る
ス
イ
ン
グ

サ
ウ
ン
ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
第
2
部
は
恒
例
に

な
っ
て
い
る
田
野
邊
先
生
の
ユ

ニ
ッ
ト
の
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト

兵 庫 県

京 都 府

豊岡市

朝来市

福知山市

与謝野町
宮津市

宮津市

舞鶴市

綾部市

若挟湾

京丹後市

伊根町

宮豊線

宮福線

宮舞線

日本海

山陰本線

山陰本線

舞鶴線

小浜線

播但線

福知山線

宮豊線

宮福線

宮舞線

小
天
橋

夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

網
野

久
美
浜

か
ぶ
と
山

岩
滝
口

天
橋
立 栗

田

与
謝
野

大
江

四
所

公
庄

下
天
津

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

峰山

京丹後大宮

丹後由良

丹後神埼

東雲

宮村

喜多

辛皮

大江山口内宮

大江高校前

牧
荒河かしの木台
福知山市民病院口

二俣

小
天
橋

夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

網
野

久
美
浜

か
ぶ
と
山

岩
滝
口
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与
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野
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江
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所
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天
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峰山

京丹後大宮

丹後由良

丹後神埼

東雲

宮村

喜多

辛皮

大江山口内宮

大江高校前

牧
荒河かしの木台
福知山市民病院口

二俣

豊
岡

西
舞
鶴

宮津

福知山

小
天
橋

夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

網
野
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ぶ
と
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岩
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口
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橋
立 栗

田

与
謝
野

大
江

四
所

公
庄

下
天
津

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

峰山

京丹後大宮

丹後由良

丹後神埼

東雲

宮村

喜多

辛皮

大江山口内宮

大江高校前

牧
荒河かしの木台
福知山市民病院口

二俣

豊
岡

西
舞
鶴

宮津

福知山

小
天
橋

夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

網
野

久
美
浜

か
ぶ
と
山

岩
滝
口

天
橋
立 栗

田

与
謝
野

大
江

四
所

公
庄

下
天
津

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

峰山

京丹後大宮

丹後由良

丹後神崎

東雲

宮村

喜多

辛皮

大江山口内宮

大江高校前

牧
荒河かしの木台
福知山市民病院口

二俣

日
差
し
が
降
り
注
ぐ
中
で
楽
し
め
た
演
奏

運
転
席
か
ら
の
眺
め

４月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（月）

９日
（火）

10日
（水）労

災

10日
（水）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

松
下 
宜
雄
（
伏
見
）

間
近
で
奏
で
ら
れ
る
弦
楽
器
を
堪
能

弦
楽
四
重
奏
で
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

文
化
企
画

古
木 

勝
也
（
福
知
山
）

贅
沢
な
ジ
ャ
ズ
の
時
間
に
至
福

カ
ル
テ
ッ
ト
の
魅
力
溢
れ
た「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」

サ
ッ
ク
ス
を
吹
く
筆
者
（
中
央
）

端から端まで横一列座席、普通列車

「あかまつ」 の
アテンダントさん
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